
「ランタン、ランタン、太陽、⽉、星・・・」を歌い

ながら、毎年11⽉11⽇の夜、ドイツの⼦どもたちが

⾃分の作った提灯を⼿で持ってパレードに参加するっ

て知ってた？でも、なんでその⽇ドイツではパレード

があるんだろう？それは11⽉11⽇ザンクト・マーテ

ィンの⽇ (聖マルティヌスの⽇)があるからだって！

毎年11⽉11⽇には、⼤昔、中世に⽣きてたマーティ

ンという⼈を記念する⽇で、町の中でランタンの⾏列

があるよ。⾏列の先頭は⽩⾺に乗ったマーティンの格

好した役者、その後ろにランタンを持ってる⼦どもた

ちとその家族、最後に楽団が続いて伝統的な歌を歌い

ながら、町の決まった道を歩く。

トランペットなどの楽器の⾳と⼈々の歌声を聞くと⼦

どもの頃を思い出すね。幼稚園や⼩学校の頃は授業の

時に何⽇かかけてランタンを作って、それをザンク

ト・マーティンの⽇に得意げに持ち歩いて回ったわ。

そして、パレードが終わった後、砂糖プレッツェルや

ヴェックマンという菓⼦パンを⻝べたり、ホットワイ

ンに似た味のポンチを飲んだりしてたなー

懐かしい！
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⾊をぬってみよう！

伝説によると、⾺に乗ったマーティン兵⼠が冬のある⽇、雪の中に座った古切れ

しか着てなかった男を⾒かけた。寒さで死にかけそうな男がマーティンに助けを

求めると、マーティンが⾃分のマントを剣で半分に切って男に渡したんだって。

困った⼈を思いやるマーティンは教会の考えで聖⼈「ザンクト・マーティン」に

なって、11⽉11⽇が彼の聖命祝⽇（せいめいしゅくじつ）になった。


